
透過型ディスプレイによる展示解説が鑑賞者間の指示詞使用と
共通基盤形成に及ぼす影響

The Effects of Exhibition Guidance Using See-through Display on
the Use of Demonstratives and Grounding Between Viewers

福田愛琳 †，竹内勇剛 †

Airin Fukuda, Yugo Takeuchi
† 静岡大学

Shizuoka University
fukuda.airin.22@shizuoka.ac.jp

概要
博物館や科学館における展示解説は多くの場合パネ
ルやキャプションで提供されているが，展示物と解説
文の空間的分離により視線が分断され，鑑賞者間の共
通基盤が形成されにくいという課題がある．本研究で
は透過型ディスプレイを用いて両者を重ねて提示する
手法と従来の紙キャプション条件とを比較する被験者
実験を行った．その結果，透過型ディスプレイ条件で
は対話中の指示詞の使用頻度が増加し，鑑賞者間の共
通基盤の形成が促進された可能性が示唆された．
キーワード：対話，指示詞，共通基盤，博物館，透過
型ディスプレイ

1. はじめに
博物館における展示解説は，展示物の理解を深める
うえで不可欠な役割を果たす．従来，多くの博物館で
は，展示物の付近に解説パネルやキャプションを設
置し，来館者が展示物を観察しながら解説を参照でき
るようにしている．しかし，このようなパネル・キャ
プション式の解説方法にはいくつかの問題が存在す
る．第一に，展示スペースの制約によりパネルの設置
位置やサイズには限界があり，特に照明条件や距離に
よって文字の可読性が低下することが挙げられる．第
二に，鑑賞者は展示物と解説パネルとの間で視線を
往復させる必要があり，頻繁な視線移動は鑑賞者の注
意を散漫させることが指摘されている (Schroeder &
Cenkci, 2018)．また，情報提示の分断は展示物と解説
の統合的理解を困難にし，学習効果の低下につながる
恐れもある．また，博物館は従来，来館者が展示物を
個人的に鑑賞し知識を獲得する場として捉えられてき
たが，近年の博物館学および関連分野の研究では，鑑
賞体験は個人内で完結するものではなく，鑑賞者同士
の相互行為を通じて社会的に構築されるプロセスとし
て位置づけられている (Simon, 2011)．これは，展示
デザインそのものだけでなく，鑑賞者の注意配分や他

者との相互作用を含めた展示体験全体を設計するこ
との重要性を示唆している．本研究ではこのような現
状に対し，透過型ディスプレイを用いた展示解説手法
を提案する．展示物に対する共同注意の成立を引き起
こすことで，共同鑑賞者間の理解の共有を助けること
ができると考えられる．実装のイメージを図 1. に示
す．透過型ディスプレイは実際の展示物を透過して見
ることができるため，鑑賞者は展示物を観察しながら
同時に解説文を参照することが可能である．これによ
り，視線移動が最小になり，共同鑑賞者間で同じ対象
物を見ている共同注意の状態を作りやすい状態が生
まれる．共同注意は円滑なコミュニケーションや協働
行動において重要な役割を持つため (Tomasello et al.,
2005)，鑑賞者間で共同注意が成立することで展示内
容に関する対話などのインタラクションを誘発するこ
とに繋がると考えられる．

図 1 透過型ディスプレイを用いた展示解説手法のイ
メージ

共通基盤とは，対話者同士が共有している知識や信
念の集合を指し，円滑なコミュニケーションや共同
行為の基盤となる (Clark & Brennan, 1991) ものであ
り，共同注意がこのような協働行動において重要な役
割を持つことが明らかになっている (Tomasello et al.,
2005)．
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共同注意 (joint attention)とは，対話者同士が同じ対
象物に注意を向け，かつ互いの注意を認識し合ってい
る状態を指す (Tomasello, 1999)．
共同注意が共通基盤形成に与える影響を調べた研
究として，山口 (2023)がある．山口 (2023)では英語
母語話者と日本人英語学習者のペアにレゴブロック
を使ったタスクを遂行させ，その際に「お互いの手元
が見えない条件」と，「敷居がなくお互いの手元が見
える条件」との間で対話構造が比較されている．その
結果，前者では直接の指差しによる直示表現やジェス
チャーが使えず，メタ言語的説明に依存するため，共
通基盤化のプロセスがより長く複雑化することが明ら
かになった (山口, 2023)．これは，共同注意が効率的
な共通基盤構築を支える重要な要素であることを示し
ている．
これらの先行研究から，本研究で提案する透過型
ディスプレイを用いた展示解説手法を用いることで，
共同鑑賞者間の共同注意を成立しやすくし，インタラ
クションや対話を促進することができると考える．

2. 実験
2.1 目的
本実験の目的は，透過型ディスプレイを用いた展示
解説手法が，鑑賞者間の共通基盤構築に対して有効に
作用するかを検証することである．
2.2 実験条件
実験は 2人 1組のペアで行い，以下の 2条件を要因
とした 1要因被験者内計画で行った．
(a) 展示物の手前に，解説文を書いた紙パネルを設置
した条件

(b) リアプロジェクションフィルムを貼ったアクリ
ル板（本実験ではこれを透過型ディスプレイと呼
ぶ）上に展示物の解説を表示した条件

以降，条件 (a) を紙パネル条件，条件 (b) を透過型
ディスプレイ条件と呼ぶ．
それぞれの条件での鑑賞時間は 2 分とし，鑑賞中
は自由に会話をしてもよいこととした．各条件の鑑
賞後，被験者の主観的評価を問うため，7件法で順序
尺度に基づいた質問に回答させた．また，実験環境に
カメラを設置し，被験者の視線と会話を記録した．な
お，この 2条件の順番については順序効果を解消する
ため，紙パネル条件と透過型ディスプレイ条件をラン
ダムに入れ替えて行った．被験者は静岡大学の学部生
及び大学院生の計 40人である．

2.3 実験環境
実験環境の側面図を図 2, 3 に示す．図 2 の 1⃝の矢
印は被験者の展示物に対する視線を表し， 2⃝の矢印は
展示解説に対する視線を表す．図で表されるように，
紙パネル条件では展示解説を見る際は一度展示物から
視線を移動させる必要がある．一方で，透過型ディス
プレイ条件では展示物と展示解説を同時に視界に入れ
ることが可能である．

図 2 実験環境の側面図

図 3 実験環境の 3D図

2条件ともに床から 120cmの位置に展示物があり，
その手前に机を設置した．机の高さは 70cmで，紙パ
ネル条件では机の上に A4サイズの紙パネルを，透過
型ディスプレイ条件では机の上にプロジェクターを設
置した．透過型ディスプレイ条件ではさらにその手前
に透過型ディスプレイを設置し, リア投影方式でプロ
ジェクターから解説文を映し出した．
実際の実験環境を図 4に示す．被験者はこの空間に
並んで立ち，展示物を鑑賞した．

3. 実験結果
3.1 視線の変動
録画した実験の映像から，顔のランドマーク検出ラ
イブラリである MediaPipe FaceMeshを用いて被験者
の視線を検出した．全被験者 20組のうち 7組の視線
を検出することができた．この 7組の被験者について
0.5秒刻みで視線の縦方向の角度を推定し，その値の標
準偏差を取った．ペア間でその値の平均を取り，2条
件間でウィルコクソンの符号付き順位検定を行った結
果，図 5のようになり，有意差が見られた（𝑝 > .05）．

P1-78 日本認知科学会第43回大会

- P1-78 -



図 4 鑑賞環境の正面図（紙パネル条件，透過型ディ
スプレイ条件）

図 5 被験者ペアの視線の角度の標準偏差

3.2 指示詞の使用頻度
実験中の被験者の会話に対して書き起こしを行い，
指示詞「これ」「それ」「あれ」「この」「その」「あの」
「こっち」「そっち」「あっち」「ここ」「そこ」「あそこ」
の出現回数を数えた．全被験者 20 組のうち会話の書
き起こしが可能であったのは 10組であった．この 10
組の被験者の発話中に出現した意味のある 1文を 1発
話として数え，全発話回数中のこれらの指示詞の出現
回数を指示詞の出現頻度として定義する．この指示詞
の出現頻度を計算し，紙パネル条件と透過型ディスプ
レイ条件間でウィルコクソンの符号付き順位検定を
行ったその結果，図 6のようになり，有意差が見られ
た（𝑃 < .05）．
3.3 被験者の主観的評価
実験参加者の主観的評価を問うため，7件法で順序
尺度に基づいた質問に回答させた．質問内容と，それ
に対する回答から考察できる事項を表 3.3に示す．
全被験者 40 名の回答に対しウィルコクソンの符号
付き順位検定を行った結果，図 7のようになり，質問
項目 4について有意差が見られた．

図 6 対話中の指示詞の出現頻度

図 7 被験者の主観的評価

4. 考察
本研究の結果より，透過型ディスプレイ条件では被
験者の視線のばらつきが小さくなることが確認され
た．これは，展示物と解説情報が同一視野内に重ねて
提示されることにより，視線の移動が抑制され，鑑賞
者間で同一対象への注意が維持されやすくなったため
と考えられる．
また，発話分析の結果，透過型ディスプレイ条件で
は指示詞の使用頻度が増加する傾向が見られた．指示
詞は，会話参加者間で同一対象を共有していることを
前提とした言語表現であり，その使用の増加は，鑑賞
者間で対象への共同注意が成立していることを示唆
する．
さらに，被験者の主観的評価においても「パート
ナーと同じ理解を共有できた」という項目の評価が高
いことが示された．これは，共同注意や指示詞の多い
対話が鑑賞者間の共通基盤の形成に寄与している可能
性を示している．
これらの結果を総合すると，透過型ディスプレイを
用いた展示解説手法は，視覚的な注意の同期を促し，
それに伴って指示詞を用いた相互参照的な対話を引
き出すことで，鑑賞者間の共通基盤の形成を支援して
いると考えられる．すなわち，本手法は，単に情報の
提示方法を改善するだけでなく，鑑賞者間のコミュニ
ケーションの質そのものに影響を与える可能性が示唆
された．
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表 1 質問項目と回答から考察できる事柄

質問項目 質問文 回答から考察できる事柄
1 鑑賞中，パートナーと同時に展示物を見ていると感じましたか 展示物に対する共同注意
2 鑑賞中，パートナーと同時に展示解説を見ていると感じましたか 展示解説に対する共同注意
3 鑑賞中，パートナーの発言や意図を理解しやすかったですか 意思疎通のしやすさに与える影響
4 展示内容について，パートナーと同じ理解を共有できたと感じますか 基盤化形成に与える影響
5 鑑賞を通じてパートナーと関係がより深まったと感じますか 親密さの変化

5. おわりに
本研究では，透過型ディスプレイを用いた展示解説
手法が鑑賞者間の対話や共通基盤の形成にどのような
影響を与えるかを検討した．その結果，定量的な指標
と被験者の主観的評価の両方で透過型ディスプレイを
用いた手法の方が共通基盤の形成に有効であったとい
う結果が示された．今後は，被験者数の拡大や実環境
での検証を通じて，本手法の有効性をさらに明らかに
する必要がある．
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